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私
達
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
労
働
組
合
は
、

２
月
１
９
日
に
、
セ
ガ
及
び
Ｓ
Ｌ
Ｓ

に
対
し
、
秋
闘
・
年
末
一
時
金
要
求

を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 セ
ガ
へ
の
要
求 

 

・
基
準
内
賃
金
を
３
万
円
引
き
上
げ

る
こ
と
。
査
定
し
な
い
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー 

の
時
給
を
最
低
２
０
０
０
円
以
上 

に
す
る
こ
と
。
退
職
金
制
度
を
設
け 

る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、 

派
遣
・
請
負
社
員
を
本
人
の
希
望
が 

あ
れ
ば
正
社
員
に
す
る
こ
と
。 

 

・
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日
制
、 

３
５
時
間
労
働
と
す
る
こ
と
。 

・
希
望
す
る
者
に
は
定
年
退
職
を 

６
５
歳
ま
で
に
す
る
こ
と
。 

 

・
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有
期 

契
約
社
員
の
給
与
を
、
定
年
時
の
月

額
基
準
内
賃
金
の
８
０
％
で
算
定

し
支
給
す
る
こ
と
。
希
望
す
る
も
の

に
は
７
０
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ

と
。  

・
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年
間
５

万
円
分
に
す
る
こ
と
。
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
こ
と
。 

 

・
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、
会
社 

分
割
・
合
併
・
営
業
譲
渡
な
ど
企
業 

組
織
の
変
更
、
子
会
社
の
設
立
、
海 

外
へ
の
生
産
移
転
、
工
場
・
営
業
所 

の
進
出
、
新
業
種
の
進
出
・
業
種
転 

換
、
資
本
の
移
動
、
企
業
間
提
携
、 

廃
業
、
企
業
倒
産
に
か
か
わ
る
私 

的
・
法
的
手
続
き
の
申
立
・
実
行
、 

そ
の
他
、
重
要
な
経
営
施
策
の
変
更 

に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
と
事
前
に 

協
議
し
、
同
意
を
得
た
う
え
で
実
行 

す
る
こ
と
。 

 

・
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に
つ
き
基 

準
内
賃
金
の
２
ヶ
月
分
と
す
る
こ 

と
。 

・
家
族
手
当
を
配
偶
者
３
万
円
、 

子
２
万
円
と
す
る
こ
と
。 

 

・
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
を
、
一 

般
従
業
員
に
も
現
行
１
０
日
か
ら

最
高
６
０
日
（
休
日
除
く
）
を
与
え

る
こ
と
。
診
断
書
代
の
実
費
を
会
社

負
担
と
す
る
こ
と
。 

 

・
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合
を
労
使

３
対
７
に
す
る
こ
と
。 

 
・
勤
続
３
ヶ
月
以
上
の
、
本
人
の
結

婚
祝
い
金
を
現
行
５
万
円
か
ら
１

０
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。 

 

・
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の
結
婚
休 

暇
は
、
連
続
２
週
間
と
し
、
子
供
が

結
婚
す
る
と
き
は
３
日
（
休
日
を
含

ま
ず
）
と
す
る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

に
社
員
同
様
、
慶
弔
休
暇
を
付
与
す

る
こ
と
。 

 

・
家
賃
補
助
に
つ
い
て
家
賃
の
３

０
％
を
会
社
が
支
給
す
る
こ
と
。 

 

・
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機
や
早 

退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、
正
規
、
非
正 

規
に
か
か
わ
ら
ず
賃
金
を
１
０

０
％
保
証
す
る
こ
と 

 

夏
季
一
時
金 

２
０
２
５
年
夏
季
一
時
金
と
し
て
、

基
本
給
の
４
カ
月
分
を
支
給
す
る

こ
と
。
有
期
契
約
社
員
に
も
正
社

員
同
様
支
給
す
る
こ
と
。
た
だ
し
査

定
を
行
わ
な
い
こ
と
。
及
び
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業
員
に

も
、
夏
季
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。 

２
５
年
春
闘
要
求
提
出 

  

 

 
 

  



Ｓ
Ｌ
Ｓ
へ
の
要
求 

 

・
基
準
内
賃
金
を
５
万
円
引
き
上
げ

る
こ
と
。
査
定
し
な
い
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー 

の
時
給
を
最
低
２
０
０
０
円
以
上 

に
す
る
こ
と
。
退
職
金
制
度
を
設
け 

る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、 

派
遣
・
請
負
社
員
を
本
人
の
希
望
が 

あ
れ
ば
正
社
員
に
す
る
こ
と
。 

 

・
希
望
す
る
者
に
は
定
年
退
職
を 

６
５
歳
ま
で
に
す
る
こ
と
。 

 

・
昇
格
の
基
準
を
明
確
に
し
、
社
員 

が
納
得
で
き
る
昇
格
制
度
に
す
る 

こ
と
。 

・
人
事
制
度
に
お
い
て
評
価
給
が
テ 

ー
ブ
ル
の
上
段
に
達
し
た
場
合
、
昇

格
試
験
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
。 

 

・
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日
制
、 

３
５
時
間
労
働
と
す
る
こ
と
。 

 

・
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有
期 

契
約
社
員
の
給
与
を
、
定
年
時
の
月

額
基
準
内
賃
金
の
８
０
％
で
算
定

し
支
給
す
る
こ
と
。
希
望
す
る
も
の

に
は
７
０
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ

と
。  

・
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年
間
５

万
円
分
に
す
る
こ
と
。
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
こ
と
。 

 

・
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、
会
社 

分
割
・
合
併
・
営
業
譲
渡
な
ど
企
業 

組
織
の
変
更
、
子
会
社
の
設
立
、
海 

外
へ
の
生
産
移
転
、
工
場
・
営
業
所 

の
進
出
、
新
業
種
の
進
出
・
業
種
転 

換
、
資
本
の
移
動
、
企
業
間
提
携
、 

廃
業
、
企
業
倒
産
に
か
か
わ
る
私 

的
・
法
的
手
続
き
の
申
立
・
実
行
、 

そ
の
他
、
重
要
な
経
営
施
策
の
変
更 

に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
と
事
前
に 

協
議
し
、
同
意
を
得
た
う
え
で
実
行 

す
る
こ
と
。 

 

・
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に
つ
き
基 

準
内
賃
金
の
２
ヶ
月
分
と
す
る
こ 

と
。 

・
家
族
手
当
を
配
偶
者
３
万
円
、 

子
２
万
円
と
す
る
こ
と
。 

 

・
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
を
、
一 

般
従
業
員
に
も
現
行
１
０
日
か
ら

最
高
６
０
日
（
休
日
除
く
）
を
与
え

る
こ
と
。
診
断
書
代
の
実
費
を
会
社

負
担
と
す
る
こ
と
。 

 

・
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合
を
労
使

３
対
７
に
す
る
こ
と
。 

 
・
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の
結
婚
休 

暇
は
、
連
続
２
週
間
と
し
、
子
供
が

結
婚
す
る
と
き
は
３
日
（
休
日
を
含

ま
ず
）
と
す
る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

に
社
員
同
様
、
慶
弔
休
暇
を
付
与
す

る
こ
と
。 

 

・
家
賃
補
助
に
つ
い
て
家
賃
の
３

０
％
を
会
社
が
支
給
す
る
こ
と
。 

 

・
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機
や
早 

退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、
正
規
、
非
正 

規
に
か
か
わ
ら
ず
賃
金
を
１
０

０
％
保
証
す
る
こ
と
。 

 

・
時
間
有
給
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

制
度
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
。 

 

・
ガ
ソ
リ
ン
価
格
変
動
に
応
じ
た
、

マ
イ
カ
ー
通
勤
手
当
を
支
給
す
る

こ
と
。 

 

夏
季
一
時
金 

２
０
２
５
年
夏
季
一
時
金
と
し
て
、

賞
与
資
格
別
基
準
額
を
２
万
円
底

上
げ
し
、
係
数
４
．
０
を
支
給
す
る

こ
と
。
有
期
契
約
社
員
に
も
正
社
員



同
様
支
給
す
る
こ
と
。
た
だ
し
査
定

を
行
わ
な
い
こ
と
。
及
び
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業
員
に
も
、

夏
季
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
。 

 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ 

統
一
要
求 

  

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
２
５
春
闘
で
「
す

べ
て
の
仲
間
に
大
幅
賃
上
げ
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
非
正
規
労
働
雇
用
者

や
定
年
後
継
続
雇
用
者
を
含
め
た

す
べ
て
の
仲
間
の
賃
上
げ
を
実
施

し
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
労

働
者
全
体
の
切
実
な
要
求
で
す
。 

ま
た
、
労
働
者
の
や
る
気
を
引
き

出
し
、
職
場
に
活
力
を
生
み
出
す
こ

と
に
つ
な
が
り
、
企
業
に
と
っ
て
も

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。 

 一
、 

企
業
内
最
低
賃
金 

・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
、
派
遣
、

請
負
な
ど
を
含
め
、
企
業
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
を
範
囲
と
す
る

「
企
業
内
最
低
賃
金
協
定
」
を
締
結

す
る
こ
と
。 

・
企
業
内
最
低
賃
金
を
月
額
２
２
５
，

０
０
０
円
以
上
、
時
間
額
１
，
５
０

０
円
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

二
、 

初
任
給 

高
卒
初
任
給
を
２
２
５
，
０
０
０
円

以
上
、
大
卒
を
２
６
０
，
０
０
０
円

以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
三
、 
年
齢
別
最
低
保
証
賃
金 

年
齢
別
最
低
保
証
賃
金
を
以
下
の

通
り
に
す
る
こ
と
。 

 

２
５
歳 

２
８
０
，
０
０
０
円
以
上 

３
５
歳 

３
７
０
，
０
０
０
円
以
上 

４
５
歳 

４
４
０
，
０
０
０
円
以
上 

５
９
歳 

５
２
０
，
０
０
０
円
以
上 

定
年
後
継
続
雇
用
者 

 

６
０
歳
到
達
時
の
賃
金
維
持 

 

四
、 

女
性
の
賃
金
差
別
是
正
、
す
べ

て
の
労
働
者
の
均
等
待
遇
を

実
現
す
る
要
求 

・
す
べ
て
の
企
業
で
賃
金
格
差
を
情

報
開
示
し
、
賃
金
格
差
に
む
け
た
是

正
計
画
を
示
す
こ
と
。 

・
派
遣
労
働
者
を
含
め
、
雇
用
形
態

に
か
か
わ
ら
ず
労
働
時
間
以
外
は

正
社
員
と
同
じ
賃
金
・
処
遇
に
す
る

こ
と
。 

・
「
均
等
待
遇
」
を
口
実
に
し
た
正

社
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き
下

げ
を
行
わ
な
い
こ
と
。 

 

五
、 

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
創
設 

奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
労
働
者

に
つ
い
て
月
々
の
返
還
金
を
支
援

す
る
制
度
（
代
理
返
還
な
ど
）
を
つ

く
る
こ
と
。 

   
要
求
の
回
答
に
つ
い
て
は
両
社
と

も
３
月
５
日(

水)

予
定
で
す
。 

  



掌
編
小
説 

猫
の
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

仙
洞
田
一
彦 

  

掌
編
小
説
締
め
切
り
の
二
月
二

十
二
日
は
「
猫
の
日
」
だ
そ
う
だ
。

そ
れ
で
思
い
出
し
た
。 

一
九
八
一
年
八
月
『
月
刊
デ
ィ

ス
カ
』
第
二
号
（
創
刊
は
七
月
）
に

初
め
て
掲
載
さ
れ
た
掌
編
の
タ
イ

ト
ル
が
「
猫
」
だ
っ
た
。
当
時
は

「
掌
編
小
説
」
と
言
わ
ず
「
シ
ョ

ー
ト
シ
ョ
ー
ト
」
と
言
っ
て
い
た
。 

あ
れ
か
ら
四
十
三
年
と
六
カ
月

経
っ
た
。「
記
念
」
な
ん
て
い
っ
て

も
、「
記
念
」
は
私
だ
け
の
記
念
だ

が
、
思
い
出
し
つ
い
で
に
、
当
時

の
原
文
の
ま
ま
掲
載
す
る
。「
四
十

年
以
上
も
経
っ
て
い
る
の
に
、
進

歩
し
て
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
そ

う
で
怖
い
が
。 

 

  

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト 

 

猫 

  

彼
の
猫
は
ミ
ー
コ
と
言
い
、
彼

は
ま
る
で
恋
人
の
よ
う
に
か
わ
い

が
っ
て
い
た
。
ミ
ー
コ
の
方
も
心

な
し
か
そ
ん
な
風
に
振
舞
っ
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
た
。
彼
が
呼
ぶ

と
、
ど
こ
に
い
て
も
飛
ん
で
来
る
。 

 

ミ
ー
コ
を
抱
い
た
ま
ま
立
ち
上

が
っ
た
彼
は
、
け
た
た
ま
し
い
爆

音
を
残
し
て
走
り
去
っ
た
オ
ー
ト

バ
イ
の
行
方
を
、
い
ま
い
ま
し
そ

う
に
見
送
っ
た
。
そ
の
オ
ー
ト
バ

イ
は
毎
夜
十
時
頃
に
な
る
と
、
彼

の
ア
パ
ー
ト
の
前
の
通
り
を
走
り

抜
け
る
。
怒
鳴
り
つ
け
る
勇
気
が

な
い
だ
け
に
、
そ
の
け
た
た
ま
し

い
爆
音
の
男
を
殺
し
た
く
な
る
思

い
は
つ
の
っ
た
。
誰
で
も
自
分
の

静
寂
を
破
ら
れ
る
こ
と
は
、
我
慢

で
き
な
い
こ
と
だ
。 

 

夜
毎
、
彼
の
殺
意
は
強
ま
っ
て

い
っ
た
。 

 

ふ
と
彼
は
、
以
前
誰
か
が
犬
よ

り
猫
の
方
が
車
に
ひ
か
れ
る
事
が

多
い
、
そ
れ
は
猫
の
方
が
車
に
お

び
え
る
度
合
が
強
い
か
ら
だ
。
強

度
の
お
び
え
か
ら
、
車
が
近
付
く

と
逆
に
そ
れ
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
飛
び
出
す
ん
だ
。―

―

と
、

言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た

―
―

 

 

数
日
後
、
小
雨
の
降
る
晩
に
、

け
た
た
ま
し
い
爆
音
の
男
は
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
激
突
し
て
死
ん
だ
。

そ
ば
に
猫
の
れ
き
死
体
が
あ
っ
た
。

警
察
に
と
っ
て
は
、
そ
の
猫
の
名

が
ミ
ー
コ
で
あ
り
、
飼
い
主
が
彼

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ち

ら
で
も
良
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 

数
年
後
、
彼
は
な
ぜ
か
免
許
を

取
り
、
ナ
ナ
ハ
ン
を
乗
り
回
す
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て―

―

小
雨

の
降
る
晩
、
彼
は
彼
の
ア
パ
ー
ト

の
前
で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
激
突
し

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
警
察
の
報

告
書
は
、
遠
出
の
帰
り
の
居
眠
り

運
転
、
と
し
て
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
近
所
の
人
は
事
故
の

直
前
、「
ミ
ー
コ
ー
ッ
‼
」
と
い
う

彼
の
恐
怖
の
声
を
た
し
か
に
耳
に

し
て
い
た
。 

   

以
上
。
ま
さ
に
「
シ
ョ
ー
ト
シ

ョ
ー
ト
」
で
短
い
。
い
ま
読
み
返

し
て
み
る
と
、
あ
ち
こ
ち
手
を
入

れ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
記
号
な
ど

含
め
て
当
時
の
ま
ま
に
し
た
。
自

分
の
作
品
だ
か
ら
「
盗
作
」
に
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
昔
話
だ
か

ら
昔
の
ま
ま
に…

…

と
、
あ
ま
り

理
由
に
な
ら
な
い
が
。 



 
当
時
掲
載
し
た
と
こ
ろ
「
猫
を

殺
人
の
道
具
に
す
る
と
は
ひ
ど
い
」

と
抗
議
が
来
た
。
愛
猫
家
と
言
わ

れ
る
人
は
ど
こ
に
で
も
い
る
。
無

論
、
友
人
に
も
。 

 

別
に
猫
が
嫌
い
な
わ
け
じ
ゃ
な

い
け
ど
、
飼
っ
て
い
る
と
い
う
か

同
居
し
て
い
る
人
の
こ
こ
ろ
も
ち

に
ま
で
思
い
は
及
ば
な
か
っ
た
。 

 

し
ば
ら
く
経
っ
て
、
別
の
方
か

ら
は
「
人
が
死
ぬ
こ
と
を
軽
々
し

く
書
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
。 

 

当
時
、
他
人
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ

ー
ト
も
読
ん
で
い
た
が
、
な
ん
と

な
く
、
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ―

ト
と
い

う
と
人
が
死
ぬ
こ
と
が
「
オ
チ
」

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
聞
い
て

か
ら
、
人
が
死
ぬ
こ
と
は
書
か
な

く
な
っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。 

 

作
中
の
「
猫
」
も
「
彼
」
も
生
き

て
い
る
と
す
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。 

   

彼
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
激
突
し
、

ナ
ナ
ハ
ン
は
使
い
物
に
な
ら
な
く

な
っ
た
が
、
命
は
奇
跡
的
に
助
か

っ
た
。
猫
の
ミ
ー
コ
も
、
彼
が
ア

パ
ー
ト
の
庭
に
埋
葬
し
て
い
た
が
、

彼
が
退
院
し
て
き
た
夜
に
復
活
し

て
来
て
、
再
び
一
人
と
一
匹
、
一

緒
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
か
ら
四
十
三
年
と
六
カ
月
。

彼
は
七
十
九
歳
に
な
っ
た
。
あ
の

事
故
が
今
に
な
っ
て
た
た
っ
た
の

か
、
小
さ
い
車
輪
が
四
個
つ
い
て

い
る
歩
行
器
な
し
で
は
外
を
歩
く

事
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
。
ミ

ー
コ
は
歩
行
器
に
つ
な
い
だ
紐
に

つ
な
が
れ
て
、
い
つ
も
一
緒
に
散

歩
し
て
い
る
。
猫
も
四
十
年
以
上

生
き
て
い
た
ら
何
事
も
自
在
だ
。

だ
か
ら
、
彼
と
一
緒
に
散
歩
し
な

が
ら
、
時
に
は
姿
を
子
犬
に
変
え

て
愛
想
よ
く
尻
尾
を
振
っ
た
り
、

元
通
り
猫
に
変
わ
っ
た
り
し
な
が

ら
、
姿
を
自
在
に
変
え
、
そ
れ
を

楽
し
ん
で
歩
い
て
い
た
。 

 

寒
い
夜
は
彼
の
布
団
に
潜
り
込

ん
で
眠
る
。
彼
の
方
は
老
い
て
体

力
が
な
く
な
っ
た
せ
い
か
、
ミ
ー

コ
が
自
分
の
体
の
上
に
寝
て
い
る

と
、
決
ま
っ
て
苦
し
く
て
目
が
覚

め
る
。
だ
か
ら
寝
る
時
は
、
ミ
ー

コ
を
部
屋
か
ら
追
い
出
し
、
ふ
す

ま
を
閉
め
て
眠
る
。 

 

ふ
す
ま
を
閉
め
て
寝
て
も
、
苦

し
く
て
目
が
覚
め
る
と
、
ミ
ー
コ

が
自
分
の
胸
の
上
に
寝
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
彼
は
眠
る
と
き
、

ミ
ー
コ
を
紐
に
結
ん
で
テ
ー
ブ
ル

の
脚
に
そ
の
紐
を
結
わ
え
付
け
た
。

ふ
す
ま
も
閉
め
て
寝
た
。
猫
は
四

十
年
以
上
生
き
て
い
た
ら
檻
に
入

れ
よ
う
と
何
し
よ
う
と
関
係
な
い

の
だ
。
冬
の
朝
は
い
つ
も
彼
の
布

団
の
上
で
、
温
か
く
気
持
ち
そ
う

に
眼
を
閉
じ
て
寝
て
い
た
。 

 

と
っ
て
も
寒
い
、
あ
る
朝
。
彼

の
布
団
の
上
で
、
ミ
ー
コ
が
ニ
ャ

ー
ニ
ャ
ー
ニ
ャ―

悲
し
そ
う
な
声

で
鳴
い
て
い
た
。
彼
が
掛
け
て
寝

て
い
た
布
団
が
、
外
の
空
気
と
同

じ
よ
う
に
、
す
っ
か
り
冷
た
く
な

っ
て
い
た
。 

   

こ
こ
の
と
こ
ろ
一
八
〇
〇
年
代
、

一
九
〇
〇
年
前
後
の
イ
ギ
リ
ス
の

作
家
の
短
編
小
説
を
読
ん
で
い
た

せ
い
だ
ろ
う
か
、
変
な
結
末
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
現
実
と
神
の
世

界
が
入
り
混
じ
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
だ―

―

と
す
ぐ
、
他
人
の
せ
い

に
す
る
だ
が
。 


